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　群岡小学校全校生が一丸となって行ってきた米づ 
くり。 
　地元町民の協力を得ながら丹精込めて育ててきた 
稲穂には、今年の天候不良にも関わらず、たくさん 
の米が実りました。 
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健
康
で
百
歳
を
迎
え
る
た
め
に
 

　
平
成
五
年
に
「
健
康
の
町
」
宣
言
を
し
て
か
ら
今
年
で
十
年
が
経
過
し
 

ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
保
健
・
 

医
療
・
福
祉
の
連
携
・
強
化
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
を
図
っ
て
き
 

ま
し
た
。
 

　
十
月
十
九
日
、
西
会
津
中
学
校
に
お
い
て「
百
歳
へ
の
挑
戦
パ
ー
ト
Ⅲ
」
 

を
開
催
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
と
健
康
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
 

っ
た
の
か
を
評
価
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、
辻
一
郎
東
北
大
学
大
学
院
教
 

授
の
指
導
の
も
と
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
い
う
新
た
な
テ
ー
マ
へ
向
 

け
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
 

っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

パ
ー
ト
Ⅲ 
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　わが国は、社会経済の進展や医学の進歩によって「平 
均寿命」「健康寿命」ともに、世界一となっています。 
　このような高齢社会を迎え、住民の生活や意識の多 
様化にともない、要求される行政サービスも多様化し 
ています。特に、健康への要求は、一人ひとりの幸せ 
の可能性を高める大きな要素の一つであり、豊かな長 
寿社会を迎えるうえで、健康の維持増進は、さらに大 
きな意味を持つものとなっています。 
　私たちは、これらの要求に適切に対処しながら、高 
齢者も、若者も、そして子供たちも健やかに生きがい 
を持って暮せる地域を築いていくため、住民の生命と 
健康に直接つながる保健、医療、福祉対策の連携、充 
実が必要であり、健康寿命の延伸に向け、今後とも家 
庭、職場、地域を始めとし、各分野において健康づく 
りと豊かな自然を守り、住みよい環境づくりに積極的 
に取り組んで行かなければなりません。 
　「健康の町」宣言から10年目を迎え、「百歳への挑 
戦パートⅢ」～健康で百歳を迎えるために～の開催を 
契機として、トータルケアの更なるレベルアップのた 
め、目標に向かって力強く前進することをここに宣言 
します。 

大会宣言 

  

  

  

 
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
 

千
百
人
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 
 
 
 

 
開
催
に
あ
た
り
、
山
口
町
長
か
ら
 

「
年
齢
を
問
わ
ず
、
町
民
全
員
が
、
 

健
や
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
 

せ
る
、
健
康
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
、
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
 

ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
 

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
・
福
祉
番
 

組
部
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
迫
田
 

朋
子
さ
ん
に
よ
り
「
私
の
健
康
・
み
 

ん
な
の
健
康
」
と
題
し
た
記
念
講
演
 

と
、
辻
一
郎
東
北
大
学
大
学
院
教
授
 

に
よ
る
「
健
康
寿
命
延
伸
事
業
」
に
 

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
続
い
て
、
町
保
健
師
や
関
係
団
体
 

か
ら
調
査
結
果
や
実
績
に
関
す
る
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
 

ン
で
は
、「
健
康
で
百
歳
を
迎
え
る
た
 

め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

 
閉
会
に
あ
た
り
、
西
会
津
中
学
生
 

に
よ
り
「
大
会
宣
言
」
が
読
み
上
げ
 

ら
れ
、
新
た
な
目
標
に
取
り
組
ん
で
 

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 
 

 
午
後
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
米
と
ミ
ネ
ラ
 

ル
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
が
振
舞
わ
 

れ
た
ほ
か
、
中
学
校
校
舎
内
に
お
い
 

て
、
健
康
に
関
す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

が
設
け
ら
れ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
 

る
人
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

 

講演をする迫田朋子さん 
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表1　平均寿命の伸び 
男　性 

79
歳 

78

77

76

75

74

73

72

71

70
昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

女　性 
85
歳 

84

83

82

81

80

79

78

77
昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

町 
福島県 
全国 

町 
福島県 
全国 

表2　たばこの喫煙率 

80

70

60

50

40

30

20

10

0

喫煙率（％） 

30歳 

68.2

62.4

50.7 53.3
48.2

33.9

46.2

全国平均H11

27.1

西会津H5 
西会津H15

40歳 50歳 60歳 70歳 

女　性 

男　性 

25

20

15

10

5

0

喫煙率（％） 

30歳 

19.5
18.4

1.7

8.7

4.7
3.1

6.3

全国平均H11

2.8

西会津H5 
西会津H15

40歳 50歳 60歳 70歳 

食生活改善推進員による正しい食生活の普及活動 

   

　
今
年
七
月
に
、
生
活
習
慣
状
況
の
 

確
認
の
た
め
、
三
十
歳
以
上
の
町
民
 

全
員
を
対
象
に
実
施
し
た
「
生
活
習
 

慣
と
健
康
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
 

が
東
北
大
学
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

  　
年
間
の
確
か
な
成
果
 

 　
「
健
康
の
町
」
宣
言
を
し
て
か
ら
 

十
年
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
で
、
み
 

な
さ
ん
の
健
康
状
態
に
成
果
が
現
れ
 

ま
し
た
。
 

　
一
つ
は
、
平
均
寿
命
が
順
調
に
延
 

び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
表
一
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
男
 

性
の
平
均
寿
命
は
七
十
七
・
六
歳
と
、
 

平
成
七
年
以
降
、
全
国
平
均
に
近
づ
 

き
、
県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
女
 

性
は
、
年
々
順
調
に
平
均
寿
命
を
伸
 

ば
し
、
八
十
四
・
一
歳
と
な
り
ま
し
 

た
。
 

　
二
つ
目
は
、
脳
卒
中
に
か
か
る
人
 

数
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
 

す
。
脳
卒
中
の
既
往
率
は
、
男
女
と
 

も
に
前
回
の
約
半
分
と
な
り
、
男
性
 

四
・
一
　
、
女
性
は
二
・
三
　
に
な
 

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
平
均
寿
 

命
を
伸
ば
し
た
一
番
の
要
因
で
す
。
 

 町
保
健
事
業
と
の
関
わ
り
 

 　
こ
の
成
果
は
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
 

に
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
推
進
し
て
来
た
 

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
 

             　
こ
れ
ま
で
の
課
題
だ
っ
た
「
脳
卒
 

中
」「
悪
性
新
生
物（
特
に
胃
が
ん
）」
 

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
対
策
の
た
め
、
 

日
常
の
食
生
活
を
改
善
す
る
必
要
が
 

あ
り
、
正
し
い
食
生
活
、
特
に
減
塩
 

運
動
の
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
担
い
 

手
と
し
て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
を

育
成
し
て
き
た
成
果
が
う
か
が
え
ま

す
。
 

　
ま
た
、
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
 

を
導
入
し
、
日
頃
か
ら
の
自
己
健
康
 

管
理
や
保
健
師
が
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
 

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
化
の
早
期
 

発
見
、早
期
治
療
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
 

し
た
健
康
管
理
、
食
生
活
改
善
番
組
 

の
放
映
な
ど
、
正
し
い
生
活
習
慣
の
 

啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
検
 

診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
土
曜
、
 

日
曜
に
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
、
検

診
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
 

め
て
き
ま
し
た
。
 

 百
歳
へ
向
け
て
の
 

　
　
　
　
　
新
た
な
挑
戦
 

　
ま
た
、
今
回
の
結
果
か
ら
、
新
た
 

な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

【
高
齢
者
の
運
動
機
能
低
下
】
 

　
　
六
十
五
歳
以
上
の
男
性
、
女
性
 

　
と
も
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
運
 

　
動
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
要
介
 

　
護
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
　
健
康
寿
命
延
伸
に
あ
た
っ
て
、
 

　
運
動
機
能
の
強
化
が
第
一
の
課
題
 

　
と
言
え
ま
す
。
 

【
糖
尿
病
の
予
防
】
 

　
　
現
在
、
日
本
は
『
糖
尿
列
島
』
 

　
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
予
備
軍
も
含
 

　
め
、
糖
尿
病
の
人
が
増
え
て
い
ま
 

　
す
。
本
町
で
も
、
男
女
と
も
に
増
 

　
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

【
肥
満
の
解
消
】
 

　
　
十
年
前
に
は
、
不
足
し
て
い
た
 

 
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
。し
か
し
、
 

 
最
近
で
は
、
摂
取
し
過
ぎ
る
傾
向
 

 
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
糖
尿
病
 

 
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

【
肺
が
ん
の
予
防
】
 

 
 
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
全
国
よ
 

 
り
も
高
く
、
特
に
女
性
は
、
全
国
 

 
平
均
の
一
・
六
倍
に
も
な
っ
て
い
 

 
ま
す
。
 

 
 
そ
の
原
因
で
あ
る
た
ば
こ
の
喫
 

 
煙
率
は
、
表
二
の
よ
う
に
若
い
世
 

 
代
、
特
に
、
三
十
、
四
十
歳
代
で
 

 
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
 

 
る
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
肺
が
ん
 

 
が
増
加
し
て
行
く
と
予
想
さ
れ
ま
 

 
す
。
 

 
 
こ
の
他
に
も
、
た
ば
こ
は
様
々
 

 
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
 

 
注
意
が
必
要
で
す
。
 

これまでの10年 

　　これからの10年 
～東北大学による「生活習慣と健康に関する調査結果報告」より～ 

10

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
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表1　虚弱高齢者の割合（65歳以上） 

平成5年 

男　性 

平成15年 

16.1％ 

24.5％ 

平成5年 

女　性 

平成15年 

21.9％ 

38.6％ 

表2　肥満者の割合 

男　性 

35
（％） 

30

25

20

15

10

5

0
30
〜
39
歳 

40
〜
49
歳 

50
〜
59
歳 

60
〜
69
歳 

70
〜
79
歳 

80
歳
以
上 

女　性 

40
（％） 

0

35

30

25

20

15

10

5

30
〜
39
歳 

40
〜
49
歳 

50
〜
59
歳 

60
〜
69
歳 

70
〜
79
歳 

80
歳
以
上 

表3　1日1時間以上歩行している割合 

男　性 

70
（％） 

60

50

40

30

20

10

0
30
〜
39
歳 

40
〜
49
歳 

50
〜
59
歳 

60
〜
69
歳 

70
〜
79
歳 

80
歳
以
上 

女　性 

80
（％） 

0

70

60

50

40

30

20

10

30
〜
39
歳 

40
〜
49
歳 

50
〜
59
歳 

60
〜
69
歳 

70
〜
79
歳 

80
歳
以
上 

長谷川　正子さん 宇多川　洋さん 伊藤　てる子さん 

      「
平
均
寿
命
の
延
伸
」
か
ら
 

　
　
　
　
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
へ
 

　
今
ま
で
の
結
果
報
告
か
ら
、
西
会
 

津
町
は
脳
卒
中
と
平
均
寿
命
の
改
善
 

に
よ
り
、
県
内
で
も
長
寿
の
町
に
な
 

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
 

た
め
、
当
然
、
虚
弱
・
要
介
護
高
齢
 

者
も
減
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

　
し
か
し
、
今
年
実
施
し
た
調
査
か
 

ら
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
 

困
難
な
虚
弱
高
齢
者
の
数
が
、
前
回
 

よ
り
も
増
加
し
て
い
る
の
で
す
（
表
 

一
参
照
）
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
「
平
均
 

寿
命
の
延
伸
」
と
い
う
成
果
が
現
れ
 

      た
今
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
い
う
 

新
た
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
く
 

必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

 健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に
は
 

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
 

何
を
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
 

　
そ
こ
で
、
死
亡
ま
で
に
介
護
が
必
 

要
だ
っ
た
期
間
を
調
査
し
、
そ
の
期
 

間
を
死
亡
原
因
別
で
見
た
場
合
、
脳
 

卒
中
に
よ
る
も
の
が
一
番
長
い
と
い
 

う
結
果
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
 

習
慣
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、
 

「
肥
満
度
」
と
「
歩
行
時
間
」
の
二
 

つ
が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、
 

肥
満
の
人
ほ
ど
、
介
護
期
間
が
長
く
 

な
り
、
歩
行
期
間
の
長
い
人
ほ
ど
、
 

短
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、
脳
卒
 

中
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
肥
満
度
と
 

歩
行
時
間
に
つ
い
て
は
、
表
二
・
三
 

の
よ
う
に
な
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
 

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

 更
な
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
充
実
を
 

　
辻
教
授
の
講
演
を
受
け
、町
で
は
、
 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
継
続
に
加
 

え
、
新
た
な
課
題
で
あ
る
肥
満
・
た
 

ば
こ
・
運
動
機
能
と
い
っ
た
生
活
習
 

慣
の
改
善
の
た
め
、
更
な
る
ト
ー
タ
 

ル
ケ
ア
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
 

そ
こ
か
ら
、
脳
卒
中
の
予
防
や
、
糖
 

尿
病
・
が
ん
・
運
動
機
能
低
下
者
の
 

減
少
を
東
北
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
 

進
め
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
へ
向
 

け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

                  食
生
活
改
善
推
進
と
 

健
康
運
動
推
進
の
活
動
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
　
伊
藤
て
る
子
 
さ
ん
 

　
食
生
活
改
善
推
進
活
動
は
、
町
民
 

の
栄
養
知
識
の
向
上
と
食
生
活
の
改
 

善
に
よ
り
、
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
 

に
あ
り
ま
す
。
町
と
協
力
し
な
が
ら
、
 

地
域
に
根
ざ
し
た
普
及
活
動
を
実
践
 

し
て
き
ま
し
た
。
 

　
健
康
運
動
推
進
活
動
は
、
月
一
回
 

の
学
習
会
と
町
の
検
診
や
機
能
訓
練
 

の
補
助
が
主
で
す
。
機
能
訓
練
で
は
、
 

お
年
寄
り
の
体
に
成
果
が
現
れ
て
き
 

て
い
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
活
動
の
 

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
み
な
さ
ん
が
元
気
に
生
活
 

で
き
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
 

健
康
な
土
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
 

 
 
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
 

　
　
　
　
会
長
 
宇
多
川
洋
 
さ
ん
 

 
中
嶋
常
允
先
生
の
指
導
の
も
と
始
 

ま
っ
た「
健
康
な
土
づ
く
り
」。
土
壌
 

診
断
や
指
導
会
を
経
て
い
く
う
ち
に
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
良
さ
を
理
解
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
良
さ
 

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
 

「
普
及
会
」
を
結
成
。
現
在
、
会
員
 

は
六
十
名
を
数
え
ま
す
。
 

 
町
内
外
を
含
め
、
広
が
り
を
み
せ
 

る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
。「
健
康
な
土
づ
く

り
か
ら
健
康
な
体
づ
く
り
」
を
基
本
 

に
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
・
米
を
町
か
ら
 

全
国
に
発
信
し
、
全
国
の
み
な
さ
ん
 

と
百
歳
へ
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

 「
銭
太
鼓
」
の
活
動
に
つ
い
て
 

 
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
 

 
　
　
部
長
 
長
谷
川
正
子
 
さ
ん
 

 
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
一
 

環
と
し
て
、
香
川
県
寒
川
町
（
現
 

さ
ぬ
き
市
）
と
の
交
流
で
始
ま
っ
た
 

「
銭
太
鼓
」。
当
初
は
、
役
員
を
中
心
 

に
、
教
室
を
通
し
て
普
及
活
動
を
続
 

け
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
平
成
 

十
三
年
に
「
さ
ゆ
り
銭
太
鼓
」
と
し
 

て
独
立
。
三
周
年
記
念
発
表
会
を
行
 

い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
会
員
も
六

百
名
を
超
え
、
県
内
外
に
名
が
広
ま

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
、
「
銭
太
 

鼓
」
が
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
 

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

辻
一
郎
教
授
の
講
演
か
ら
 

5年間の実績報告 

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に
 

：  
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            「
四
群
点
数
法
で
 

 
 
 
食
生
活
の
改
善
を
」
 

　
「
食
」
は
「
健
康
を
維
持
す
る
基
 

本
」
で
あ
る
た
め
、
良
い
食
生
活
を
 

普
及
す
る
た
め
に
、
食
生
活
推
進
員
 

を
養
成
し
、
実
践
し
て
き
た
と
こ
ろ
 

で
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
は
、
お
さ
ら
い
に
は
な
 

り
ま
す
が
、
簡
単
に
で
き
る
「
四
群
 

点
数
法
」
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
こ
れ
は
、食
品
を「
乳
・
乳
製
品
・
 

卵
の
栄
養
を
完
全
に
す
る
食
品
（
第
 

一
群
）」、「
魚
介
・
肉
類
、
豆
・
豆
製
 

品
の
血
や
肉
を
つ
く
る
食
品
（
第
二
 

群
）」、「
野
菜
・
芋
類
・
く
だ
も
の
の
 

体
調
を
整
え
る
食
品
（
第
三
群
）」、
 

「
穀
物
、
砂
糖
、
油
脂
の
力
や
体
温
 

と
な
る
食
品（
第
四
群
）」
の
四
群
に
 

分
け
ま
す
。
 

　
一
群
・
二
群
・
三
群
は
必
ず
毎
日
 

三
点
ず
つ
取
る
よ
う
に
し
ま
す
。
一
 

点
は
、
八
十
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
の

で
、
九
点
取
っ
た
と
し
て
も
七
百
二
 

十
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
通
常
必
要
と
す
 

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
約
二
分
の
一
で

す
。
こ
れ
で
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
塩
分
は
控
え

め
に
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
過
ぎ
 

は
必
ず
肥
満
に
な
り
、
病
気
の
原
因
 

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
四
群
に
 

注
目
し
な
が
ら
、
自
分
の
体
重
を
コ
 

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
あ
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
乳
製
品
）
 

を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
骨
粗
し
ょ
う
 

症
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
 

こ
れ
ら
を
み
な
さ
ん
に
実
行
し
て
い
 

た
だ
き
た
い
。
 

           「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
対
策
を
」
 

 
平
成
八
年
、
十
一
年
、
十
四
年
の
 

三
回
に
わ
た
り
、
西
会
津
町
に
お
け
 

る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
疫
 

学
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
平
成
八
年
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
 

人
の
そ
の
後
を
追
跡
調
査
し
て
み
る
 

と
、
加
齢
と
と
も
に
骨
密
度
が
低
下
 

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
加
 

齢
に
よ
る
減
少
は
、
あ
る
程
度
仕
方
 

の
無
い
の
で
、
い
か
に
密
度
の
下
げ
 

幅
を
小
さ
く
す
る
か
が
重
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
平
成
八
年
と
十
四
年
の
骨
 

密
度
を
同
年
齢
で
比
較
す
る
と
、
男
 

女
と
も
四
十
歳
代
以
降
の
骨
密
度
が
 

以
前
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
と
運
 

動
を
行
っ
て
き
た
成
果
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
 

 
一
方
、
二
十
歳
、
三
十
歳
で
は
前
 

回
の
方
が
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
ま
 

す
。
さ
ら
に
、
も
っ
と
若
い
二
十
歳
 

未
満
の
世
代
に
お
い
て
は
、
男
性
が
 

成
長
と
と
も
に
順
調
な
伸
び
を
見
せ
 

          て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
、
特
に
中
 

高
生
は
、
成
人
女
性
の
数
値
よ
り
も
 

遥
か
に
低
い
と
こ
ろ
で
横
ば
い
に
な
 

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
 

の
三
年
間
で
、
子
ど
も
た
ち
の
骨
密
 

度
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
れ
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
の
骨
折
 

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

 
今
後
の
課
題
と
し
て
、
子
ど
も
た
 

ち
の
骨
を
守
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
 

て
、「
乳
幼
児
期
か
ら
の
外
遊
び
の
習
 

慣
」や
、「
小
学
生
期
の
運
動
部
活
動
」、
 

「
牛
乳
を
し
っ
か
り
飲
む
生
活
」
、
 

「
朝
食
を
と
り
、
適
正
体
重
を
守
る
 

正
し
い
食
生
活
」
、「
喫
煙
を
始
め
な
 

い
生
活
」
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
若
年
成
人
女
性
の
骨
密
度
を
 

上
げ
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
の
 

骨
を
守
る
生
活
を
行
う
こ
と
で
、
自
 

分
の
生
活
も
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
は
、
子
ど
 

も
と
母
親
だ
け
で
な
く
、
祖
母
も
含

め
た
三
世
代
共
通
の
課
題
で
す
の
で
、
 

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

　辻一郎東北大学大学院教授をコーディネーターに迎え、４人 
のパネリストに、これまでの10年を振り返っていただき、これ 
からの「百歳への挑戦　パートⅢ」としての取り組みの展望に 
ついてパネルディスカッションしていただきました。 

コーディネーター 
東北大学大学院公衆衛生学分野 

辻一郎 教授 

パネリスト 
香川芳子 

女子栄養大学学長 

パネリスト 
近畿大学医学部 
伊木雅之 教授 
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パネリスト 
東北大学大学院運動学分野 

永富良一 教授 

パネリスト 
山口博續 
西会津町長 

                 

 「
キ
ー
ワ
ー
ド
は『
貯
筋
』」
 

 
平
成
五
年
の
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
 

以
降
、
運
動
を
習
慣
的
に
行
う
人
は
 

増
加
し
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
今
年
度
の
総
合
検
診
時
 

に
行
っ
た
「
手
伸
ば
し
検
査
」と「
身
 

の
こ
な
し
検
査
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
 

男
性
・
女
性
と
も
に
機
能
の
低
下
が
 

う
か
が
え
ま
し
た
。
 

 
運
動
し
て
い
る
人
は
増
加
し
て
い
 

る
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
 

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 
そ
れ
は
、
筋
肉
の
機
能
に
あ
り
ま
 

す
。
筋
肉
は
、
遅
筋
と
速
筋
の
二
つ
 

か
ら
な
り
ま
す
が
、
歩
行
運
動
で
主
 

に
使
わ
れ
る
の
は
遅
筋
で
、
バ
ラ
ン
 

ス
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
が
速
筋
だ
 

か
ら
す
。
 

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
 

ス
が
あ
り
ま
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
 

グ
を
し
て
「
貯
筋
」
を
し
、
そ
れ
に
 

よ
っ
て
、
介
護
い
ら
ず
の
体
を
作
り
 

ま
し
ょ
う
。
体
力
へ
の
自
信
が
豊
か
 

な
生
活
を
保
証
し
ま
す
。
 

　
私
た
ち
と
一
緒
に
「
運
動
機
能
の

強
化
」
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

           「
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
」
 

 
各
先
生
に
、
十
年
間
の
検
証
を
し
 

っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
け
た
と
実
感
 

し
て
い
ま
す
。
 

 
特
に
肺
が
ん
の
増
加
に
つ
い
て
で
 

す
が
、
私
自
身
、
何
と
か
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
 

で
し
た
。
私
と
し
て
は
、
喫
煙
者
の
 

多
い
五
十
歳
代
の
人
に
、
そ
の
傾
向
 

          が
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
 

際
に
は
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
代
の
女
 

性
の
方
の
喫
煙
者
数
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
 

 
今
回
の
検
証
で
明
ら
か
に
な
っ
た
 

新
た
な
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
 

め
、
私
の
方
針
で
あ
る
「
で
き
る
こ
 

と
か
ら
即
実
行
」
を
実
践
し
て
い
き
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

投票できる人は 
○満20歳以上の人 

　（昭和58年11月10日以前に生まれた人） 

 

投票は３種類 
　今回の投票は、衆議院議員の小選挙区選 

挙と比例代表選挙、最高裁判所裁判官国民 

審査の３種類です。 

　衆議院議員選挙の投票には、次の点に注 

意してください。 

　○小選挙区選挙……「候補者名」を記入 

　　　　　　　　　　してください。 

　○比例代表選挙……「政党等名」を記入 

　　　　　　　　　　してください。 

 

不在者投票は 
　投票日に仕事や何らかの用事で投票区以 

外へ出かけられる場合は「不在者投票」を 

することができます。 

　○期間　１１月８日（土）まで 

　○場所　役場前キャッシュコーナーわき 

　　　　　　　　「不在者投票所」 

　仕事などの関係で遠方に滞在されている 

方は、お早めに手続きをしてください。 

成人式で行われた模擬投票 

11月9日は 
衆議院議員総選挙投票日 

あなたの一票 
　　　明るい未来 
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歳入総額 
61億9,444万8千円 

歳入総額　61億9,444万8千円 

繰越金 
1億7,938万8千円 
（2.9％） 

繰入金 
2億4,807万3千円 
（4.0％） 

その他 
1億120万6千円 
（1.7％） 

使用料・手数料 
1億4,169万1千円 
（2.3％） 

その他 
2億3,885万1千円 
（3.8％） 

その他 
2億3,885万1千円 
（3.8％） 

依存財源依存財源 
49億65万円万円 
（79.1％）％） 

地方交付税地方交付税 
32億1,047万5千円 
（51.8％）％） 

町債町債 
7億5,510万円 
（12.2％）％） 

県支出金県支出金 
4億6,041万7千円千円 
（7.4％）％） 

国庫支出金 
2億3,580万7千円 
（3.8％） 

自主財源 
12億9,379万8千円 
（20.9％） 

町税町税 
6億2,344万円万円 
（10.1％）％） 

依存財源 
49億65万円 
（79.1％） 

地方交付税 
32億1,047万5千円 
（51.8％） 

町債 
7億5,510万円 
（12.2％） 

県支出金 
4億6,041万7千円 
（7.4％） 

国庫支出金 
2億3,580万7千円 
（3.8％） 

自主財源 
12億9,379万8千円 
（20.9％） 

町税 
6億2,344万円 
（10.1％） 

  

  

  

         一
般
会
計
 

　
町
は
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
 

に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
十
四
年
度
は
、
商
業
団
地
内
の
 

複
合
施
設
や
町
民
バ
ス
待
合
所
整
備
 

事
業
な
ど
が
繰
越
事
業
と
な
っ
た
も

の
の
、予
定
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
 

計
画
通
り
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
主
な
も
の
は
、
西
会
津
中
学
校
の
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
周
辺
緑
化
・
旧
校
舎
 

撤
去
及
び
備
品
等
整
備
で
約
二
億
九
 

千
万
円
、
町
縦
貫
道
路
（
野
沢
・
柴
 

崎
線
）
な
ど
の
町
道
整
備
事
業
で
約
 

一
億
八
千
万
円
、
平
成
十
四
年
四
月
 

か
ら
運
行
を
開
始
し
た
生
活
バ
ス
と
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
事
業
で
約
一
 

億
一
千
万
円
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
 

進
を
図
る
た
め
の
在
宅
健
康
管
理
シ
 

ス
テ
ム
の
機
器
購
入
で
約
四
千
六
百
 

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
 

削
減
や
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
町
 

税
の
減
収
な
ど
歳
入
の
大
幅
な
減
額
 

に
対
処
す
る
た
め
、
事
業
の
実
施
に
 

あ
た
っ
て
は
、
補
助
事
業
の
導
入
や
 

返
済
額
の
大
半
を
地
方
交
付
税
で
交
 

付
さ
れ
る
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
 

有
利
な
借
入
金
（
町
債
）
の
活
用
を
 

図
り
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
 

や
経
常
経
費
の
節
減
に
よ
り
一
層
努
 

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
必
要
 

な
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳
 

入
総
額
は
六
十
一
億
九
千
四
百
四
十
 

四
万
八
千
円
、
歳
出
総
額
は
六
十
億
 

七
千
二
百
五
十
四
万
五
千
円
と
な
り
、
 

歳
出
で
前
年
度
と
比
較
し
て
約
十
五
 

億
円
、
十
九
・
八
　
の
大
幅
な
減
と
 

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
実
 

施
し
た
屋
内
体
育
館
や
給
食
セ
ン
タ
 

ー
な
ど
の
西
会
津
中
学
校
整
備
事
業
 

や
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
 

社
会
福
祉
施
設
等
整
備
事
業
の
普
通
 

建
設
事
業
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌
 

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
あ
て
る
 

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
 

額
は
、
一
億
一
千
九
十
万
五
千
円
の
 

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
 

数
「
経
常
収
支
比
率
」
は
、
地
方
交
 

付
税
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ
と
 

や
臨
時
経
費
と
経
常
経
費
の
区
分
の
 

見
直
し
な
ど
か
ら
昨
年
度
よ
り
指
数
 

が
上
昇
し
、
八
十
二
・
四
　
と
な
り
 

ま
し
た
が
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
 

指
数
「
公
債
費
比
率
」
は
十
六
・
七
 

　
、「
起
債
制
限
比
率
」
は
十
・
九
　
 

と
な
り
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
を
 

維
持
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
国
の
構
造
改
革
に
よ
る
地
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

町
の
家
計
簿
 　

町
で
は
、
予
算
の
使
わ
れ
方
や
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
 

る
の
か
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
「
町
 

の
財
政
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
今
月
号
で
は
、
九
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
十
四
年
 

度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

し
ま
す
。
 

平成14年度 
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歳入総額 特　別　会　計 

工業団地造成事業 

商業団地造成事業 

住宅団地造成事業 

下水道施設事業 

農業集落排水処理事業 

老人保健 

　　　　　　事業勘定 

　　　　　　診療施設勘定 

介護保険 

介護老人保健施設 

簡易水道等事業 

　　　　　　収益的収支 

　　　　　　資本的収支 

41 

96,406 

47,560 

438,592 

171,495 

1,427,350 

888,627 

403,067 

635,412 

288,289 

115,283 

207,926 

20,380

37 

95,971 

47,551 

436,901 

169,677 

1,427,346 

820,208 

382,341 

623,147 

253,902 

106,342 

198,430 

73,131

4 

435 

9 

1,691 

1,818 

4 

68,419 

20,726 

12,265 

34,387 

8,941 

9,496 

△52,751
水道事業 

国民健康 

保　　険 

歳出総額 差 引 額  
千円 千円 千円 

一般会計目的別歳出内訳 
■総務費 
11億8,044万７千円（19.4％） 
■公債費 
10億2,751万６千円（16.9％） 
■民生費 
７億8,864万９千円（13.0％） 
■教育費 
７億 492万９千円（11.6％） 
■土木費 
６億3,334万１千円（10.4％） 
■農林水産業費 
５億1,424万９千円（8.5％） 
■衛生費 
５億1,735万３千円（8.5％） 
■消防費 
２億4,088万円　　（4.0％） 
■災害復旧費 
２億2,119万２千円（3.7％） 
■商工費 
１億4,925万９千円（2.5％） 
■議会費 
　　9,361万３千円（1.5％） 
■労働費 
　　 111万７千円（0.0％） 

その他 
2億8,160万3千円 
（4.6％） 

歳出総額 
60億7,254万5千円 

扶助費 
1億1,453万1千円 
（1.9％） 災害復旧事業費 

2億2,119万2千円 
 （3.6％） 

歳出総額　60億7,254万5千円 町民一人あたりの 
歳出決算額 

衛生費 
 
 
 
 

56,443円 

民生費 
 
 
 
 

86,041円 

総務費 
 
 
 
 

128,785円 

議会費 
 
 
 
 

10,213円 

消防費 
 
 
 
 

26,280円 

土木費・災害復旧費 
 
 
 
 

93,228円 

商工労働費 
 
 
 
 

16,406円 

農林水産業費 
 
 
 
 

56,104円 

教育費 
 
 
 
 

76,907円 

公債費 
 
 
 
 

112,101円 

計　662,508円 

投資的経費投資的経費 
12億6,530万9千円千円 
（20.8％）％） 

義務的経費 
21億8,4098,409万6千円千円 
（36.0％） 一般的経費 

26億2,314万円 
（43.2％） 

人件費人件費 
10億4,204万9千円千円 
（17.2％）％） 

公債費公債費 
10億2,751万6千円 
（16.9％）％） 

普通建設事業費普通建設事業費 
10億4,411万7千円千円 
（17.2％）％） 

物件費物件費 
9億8,679万円万円 
（16.3％） 

補助費等補助費等 
7億1,330万2千円 
（11.7％）％） 

繰出金繰出金 
6億4,144万5千円 
（10.6％） 

投資的経費 
12億6,530万9千円 
（20.8％） 

義務的経費 
21億8,409万6千円 
（36.0％） 一般的経費 

26億2,314万円 
（43.2％） 

人件費 
10億4,204万9千円 
（17.2％） 

公債費 
10億2,751万6千円 
（16.9％） 

普通建設事業費 
10億4,411万7千円 
（17.2％） 

物件費 
9億8,679万円 
（16.3％） 

補助費等 
7億1,330万2千円 
（11.7％） 

繰出金 
6億4,144万5千円 
（10.6％） 

 

 

 

方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額
や
長
引
く
 

景
気
低
迷
に
よ
る
町
税
の
減
収
が
予
 

想
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
 

巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
 

っ
て
い
ま
す
が
、
財
源
確
保
や
事
務
 

事
業
の
見
直
し
等
を
よ
り
一
層
推
進
 

し
、
経
費
の
節
減
と
合
理
化
を
図
り
 

な
が
ら
健
全
で
柔
軟
性
の
あ
る
財
政
 

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 特
別
会
計
 

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
十
一
の
特
別
 

会
計
の
決
算
は
、
次
表
の
と
お
り
で
、
 

い
ず
れ
の
会
計
も
予
定
し
て
い
た
事
 

業
を
計
画
通
り
に
実
施
し
ま
し
た
。
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平成14年度 

主な使いみち 

主な財産の動きと所有状況 
一般会計・特別会計 

総　務　費 
移動通信用鉄塔施設整備事業 
山村地域再構築実験事業 
さゆり公園屋内温水プール塗装工事 
ケーブルテレビ運営事業 
生活バス運行事業 
 民　生　費 
在宅介護支援センター運営事業委託料 
老人福祉施設運営費補助金 
シルバー人材センター活動費補助金 
社会福祉施設外構工事 
在宅介護者リフレッシュサービス事業 
乳幼児医療費助成費（社保・国保） 
保育所業務委託料 
 衛　生　費 
各種検診事業（基本検診・胃がん・肺がん他） 
高齢者インフルエンザ予防接種事業 
在宅健康管理システム機器購入費 
ごみ収集運搬委託料 
 農林水産事業費 
中山間地域等直接支払事業交付金 
転作支援事業 
健康な土づくり推進事業（普及促進・直売 
活動・推進員養成） 
地籍調査事業 
新山村振興特別対策事業（集落道整備） 
森林病害虫等防除事業 
有害鳥獣駆除事業 
林道整備事業（開設３） 
 土　木　費 
除雪費 
除雪ロータリー購入費 
町道整備事業（改良６・舗装２） 
 消　防　費 
消防施設整備事業（ポンプ庫１棟・防火水槽 
３基・ポンプ２台・ホース乾燥塔２基） 
 教　育　費 
英語指導助手招致事業 
町史編さん費 
スクールバス運行費 
西会津中学校整備費（グラウンド・周辺 
緑化・旧校舎撤去等） 
西会津中学校整備費（備品・消耗品） 
 災害復旧費 
農地農業用施設（過年災7・現年災21・繰越6） 
林道施設（過年災１・現年災３・繰越５） 
道路河川（過年災10・現年災３・繰越２） 
 特別会計 
商業団地造成事業（街路灯・緑化他） 
特定環境保全公共下水道事業（野沢処理区） 
農業集落排水処理事業（笹川地区） 

 
8,378万円 
1,614万円 
654万円 
8,229万円 
4,868万円 

 
 

1,128万円 
1,684万円 
490万円 
1,738万円 
280万円 
1,158万円 
15,225万円 

 
 

4,603万円 
883万円 
4,599万円 
3,753万円 

 
 

6,433万円 
570万円 

 
760万円 
515万円 
994万円 
1,122万円 
337万円 
6,152万円 

 
 

11,901万円 
2,678万円 
17,963万円 

 
 
 

2,330万円 
 
 

1,352万円 
1,031万円 
6,365万円 

 
26,695万円 
2,197万円 

 
 

5,228万円 
4,639万円 
8,390万円 

 
 

4,985万円 
33,304万円 
7,427万円 

土　地 

建　物（延べ） 

有価証券 

出資金 

財政調整基金 

減債基金 

庁舎整備基金 

ふるさと振興基金 

生きがい福祉基金 

中山間地域振興基金 

ふるさと水と土保全基金 

小中学校交流基金 

統合中学校備品整備基金 

　　　　　　　土地 

　　　　　　　出資金 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　貸付金 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　肉用牛 

　　　　　　　現金･預金 

　　　　　　　貸付金 

　　　　　　　現金･預金 

国民健康保険給付費支払準備基金 

介護給付費準備基金 

下水道排水設備工事費貸付基金 

乗用車 

貨物自動車 

マイクロバス 

スクールバス 

特殊自動車 

消防ポンプ自動車・積載車 

㎡ 

〃 

万円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

㎡ 

万円 

〃 

〃 

〃 

頭 

万円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

台 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

922,737 

73,831 

3,435 

22,815 

45,218 

6,817 

2,958 

10,948 

8,139 

954 

800 

2,800 

700 

13,738 

194 

9,881 

200 

794 

9 

666 

335 

65 

29,725 

919 

1,253 

23 

19 

6 

14 

19 

28

98 

△ 3,996 

0 

△43 

△4,342 

△2,507 

△1,601 

△3,695 

△995 

△500 

1 

△329 

△500 

3,188 

0 

△2,115 

26 

△25 

△2 

83 

△146 

146 

1,765 

△919 

0 

△1 

1 

0 

0 

0 

0

922,835 

69,835 

3,435 

22,772 

40,876 

4,310 

1,357 

7,253 

7,144 

454 

801 

2,471 

200 

16,926 

194 

7,766 

226 

769 

7 

749 

189 

211 

31,490 

0 

1,253 

22 

20 

6 

14 

19 

28

土地開発 
基金 

生活援助 
貸付基金 

区　分 単位 増　減 

肉用牛特 
別導入事 
業基金 
高額療養費 
支払資金貸 
付基金 

13年度末 
現 在 高 

14年度末 
現 在 高 

健康な土づくり推進事業 
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給料・各種手当等 

給
与
の
公
表
 

町
職
員
の
 

　
町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く
人
事
院
や
県
人
事
委
員
会
 

の
勧
告
、
さ
ら
に
国
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
、
 

町
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
平
 

成
十
四
年
度
決
算
と
合
わ
せ
職
員
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
数
値
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
で
実
施
 

さ
れ
た
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
や
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
な
ど
に
 

基
づ
い
て
い
ま
す
。
 

※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務 
※職員数は左上表の職員数合計（145人）から税務職（８人）、医師（２人）、医療技術（５人）、保健・看護師（12人）、 
　保育士（２人）、水道課（企業会計）職員（３人）、技能労務職（４人）、社会教育主事（１人）を除いたものです 

◆一般行政職の級別職員の状況（平成15年４月１日現在） 

◆部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年度とも４月１日現在） 

◆人件費の状況 

（平成14年度一般会計決算） 

※人件費には、特別職（非常勤特別職を含む）に支給 
　される給料や報酬が含まれています 

◆職員の平均給料月額と平均年齢の状況 

（平成15年４月１日現在） 

標準的な 
職務内容 

住民基本 
台帳人口 

H15.3.31 
9,166人 

万円 
607,431

万円 
11,001

万円 
104,205

％ 
17.2

歳出額 
Ａ 実質収支 

人件費 
Ｂ 

人件費率 
Ｂ／Ａ 

◆平成15年度の職員給与費の状況 

（一般会計から給与を支払っている職員分） 

 
※給与費は15年度の当初予算に計上した額で、給与改 
　定分を含んでいます 
※職員手当に退職手当は含まれていません 

職員数 

人 
117

万円 
45,688

万円 
8,761

万円 
19,106

万円 
73,555

給　　料 職員手当 

給 与 費  

期末手当 
勤勉手当 

計 

区　分 

職 員 数  
構 成 比  

主 事 補  
技 師 補  

１級 

1人 
0.9％ 

主　　事 
技　　師 

２級 

24人 
22.3％ 

主　　査 
技　　査 

３級 

20人 
18.5％ 

主任主査 
主任技査 

４級 

16人 
14.8％ 

課長補佐 
係　　長 

５級 

16人 
14.8％ 

課長補佐 

６級 

19人 
17.6％ 

課　　長 

７級 

11人 
10.2％ 

参　　事 

８級 

1人 
0.9％ 

計 

108人 
100.0％ 

一 般 会 計 
　議　　会 
　総　　務 
　税　　務 
　民　　生 
　衛　　生 
　農林水産 
　商　　工 
　土　　木 
　小　　計 
特 別 行 政 
　教　　育 
公営企業等 
　水　　道 
　下 水 道 
　診 療 所 
　そ の 他 
　小　　計 
合　　　計 

 
 
 
 
年金業務の国移管による 
 
 
 
事業減少による 
 
 
 
 
 
 
医師の増 

 
3 
41 
8 
11 
13 
15 
2 
11 
104 
 

15 
 
5 
5 
12 
5 
27 
146

 
3 
41 
8 
10 
13 
15 
2 
10 
102 
 

15 
 
5 
5 
13 
5 
28 
145

 
0 
0 
0 
△1 
0 
0 
0 
△1 
△2 
 
0 
 
0 
0 
1 
0 
1 
△1 
 

区　　分 

区　分 
平均月額 
平均年齢 

一般行政職 
304,700円 
38.7歳 

技能労務職 
323,200円 
52.2歳 

◆職員の初任給の状況（平成15年４月１日現在） 

区　分 
大 学 卒  
短 大 卒  
高 校 卒  
中 学 卒  

一般行政職 
171,500円 
149,200円 
139,500円 

技能労務職 
 
 

136,700円 
124,900円 

◆三役、教育長の給料の状況 

（平成15年４月１日現在） 

区　分 
町　　長 
助　　役 
収 入 役  
教 育 長  

給 料 月 額 
741,000円 
623,000円 
592,000円 
592,000円 

14年度 
職員数（人） 

15年度 
前年対 
比増減 

主な増減理由 
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
私
が
毎
月
広
報
で
コ
ラ
ム
を
書
く 

　
　
　
　
こ
と
に
つ
い
て
最
初
に
依
頼
さ
れ
た 

　
　
　
　
時
は
ち
ょ
っ
と
喜
び
ま
し
た
。
い
ろ 

　
　
　
　
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
書
け
る
の
で 

面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、 

コ
ラ
ム
の
題
名
を
自
分
で
決
め
な
く
て
は
い
け 

な
い
と
言
わ
れ
て
、
逆
に
「
大
変
！
」
と
思
い 

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
題
名
を
決
め
る
の 

が
下
手
な
の
で
す
。題
名
に
は
普
通
短
く
て
も
、 

様
々
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら 

様
々
な
内
容
の
コ
ラ
ム
を
書
い
た
と
し
て
も
、 

題
名
は
こ
の
一
つ
だ
け
で
、
コ
ラ
ム
の
全
て
の 

意
味
を
表
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
だ
書 

い
て
い
な
い
将
来
の
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
同
様 

で
す
。
だ
か
ら
、
決
め
る
の
は
難
し
か
っ
た
で 

す
。
担
当
者
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た 

が
、一
時
間
考
え
て
も
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

最
終
的
に
は
、題
名
を
決
め
、や
っ
と
今
の「O

ut  
of B
ounds

」
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
題
名
「O

ut of B
ounds

」
の
意
味 

と
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。「O

ut 
 of B
ounds

」
と
い
う
の
は
普
通
、バ
レ
ー
ボ
ー 

ル
な
ど
の
球
技
な
ど
で
使
う
表
現
で
、
「
場
外 

の
」
と
い
う
意
味
で
す
。
多
分
み
な
さ
ん
は
、 

変
な
題
名
だ
な
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、 

こ
れ
は
、
私
の
コ
ラ
ム
の
内
容
を
表
す
の
に
適 

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
題
名
を
選
ん
だ
理
由 

を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
私
が
ア
メ
リ
カ
か
ら 

西
会
津
町
に
来
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る 

 
野
っ
て
み
ん
べ
ぇ
会
の
主
催
で
行
わ
れ
 

た「
第
７
回
桐
ゲ
タ
闊
歩
か
っ
ぽ
ま
つ
り
」。
 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
行
わ
れ
る
桐
ゲ
 

タ
健
康
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
町
の
特
産
品
で
 

あ
る
桐
ゲ
タ
を
履
き
な
が
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
 

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
道
祖
神
を
巡
り
、
野
沢
 

の
深
ま
り
行
く
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
商
業
団
地
内
で
は
、
大
道
芸
や
 

銭
太
鼓
、
Y
O
S
A
K
O
I
な
ど
が
披
露
 

さ
れ
た
ほ
か
、
サ
ン
マ
の
つ
か
み
取
り
や
 

利
き
酒
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
 

上
が
り
ま
し
た
。
 

 
温
泉
保
養
施
設
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
 

は
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、「
温
 

泉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

 
こ
の
日
は
温
泉
へ
の
入
浴
無
料
の
 

ほ
か
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
直
売
や
露
 

店
、
西
会
津
高
校
生
や
さ
ゆ
り
ジ
ャ
 

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
な
ど
 

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
 

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　コスモス会が行っている野沢町内のコ 
スモス街道では、「第３回コスモスまつ 
り」が行われました。 
　桐ゲタ健康ウォークのチェックポイン 
トになっていることもあり、参加者たち 
に野点のお茶が振舞われ、冷たい体を温 
めていました。 
　また、お昼からは、焼肉とカラオケ大 
会が行われました。 

　体育の日の10月13日、あいにくの雨にも関わらず、町内を会場とした様々 
なイベントが行われました。 
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か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
西
会
津
町
と
い
う
「
場 

所
」
に
、
私
が
「
外
」
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と 

で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私 

の
ふ
る
さ
と
の
ア
セ
ン
ズ
市
と
西
会
津
町
に
は 

文
化
や
日
常
生
活
な
ど
、
様
々
な
違
い
が
あ
り 

ま
す
。
意
見
や
考
え
方
な
ど
は
、
生
活
環
境
の 

に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
み
な
さ
ん
と
少
し
違 

い
ま
す
。
そ
の
違
い
か
ら
、
私
の
西
会
津
町
で 

の
経
験
は
、
多
分
み
な
さ
ん
が
普
段
感
じ
る
こ 

と
と
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、 

前
の
コ
ラ
ム
で
、
車
の
追
い
越
し
に
つ
い
て
書 

き
ま
し
た
。
こ
こ
の
生
活
に
慣
れ
て
い
る
と
、 

そ
れ
は
普
通
の
こ
と
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ 

ん
が
、
私
は
本
当
に
人
を
思
い
遣
る
心
に
驚
き 

ま
し
た
。
そ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
私
は
み
な
さ 

ん
と
少
し
違
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
と
思
い
ま 

す
。 

　
だ
か
ら
、私
が
こ
の
コ
ラ
ム
で
書
く
経
験
は
、 

私
だ
け
で
な
く
、「
外
か
ら
来
た
」
人
が
経
験
す 

る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
私
の 

感
じ
方
の
違
い
は
、
ま
さ
に「
外
か
ら
来
た
」と 

言
え
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら「O

ut of B
ounds

」 

と
い
う
題
名
が
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
の
コ
ラ
ム
の
内
容
に
は
「
外
か
ら 

来
た
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い 

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
い
っ
ぱ
い
表
れ 

る
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
面
白
い
こ
と
や 

大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
書
く
つ
も
り
で
す
が
、 

コ
ラ
ム
を
書
く
の
は
初
心
者
な
の
で
、
み
な
さ 

ん
に
ど
う
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま 

せ
ん
。
ご
意
見
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
教
え
て
下 

さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

 
１
都
　
県
を
、
５
日
間
か
け
て
ク
ラ
 

シ
ッ
ク
カ
ー
で
走
行
す
る
「
ラ
・
フ
ェ
 

ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
」
が
今
年
も
開
 

催
さ
れ
、
開
催
２
日
目
の
　
月
６
日
に
 

本
町
へ
到
着
し
ま
し
た
。
 

 
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
ロ
ー
 

タ
ス
イ
ン
前
で
は
、
町
か
ら
の
記
念
品
 

の
ほ
か
コ
ー
ヒ
ー
が
手
渡
さ
れ
、
運
転
 

の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
は
、
観
 

客
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
次
の
チ
ェ
 

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
、
元
気
に
出
 

発
し
て
い
ま
し
た
。
 

　９月26日で交通死亡事故 
ゼロ500日を達成したことか 
ら、29日に会津地方交通対策協議会長より表彰を受けまし 
た。 
　表彰式では、「さらに交通事故ゼロの記録を伸ばしてい 
きたい」と山口町長があいさつ。その後、「交通安全町民 
の誓い」が読み上げられ、採択されました。 
　式後、野沢小学校と尾野本小学校の児童による鼓笛隊と 
ともに、町内をパレードし、一層の交通安全を呼びかけま 
した。 

10

10



14

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

なかなかいい手つきですねパート1

なかなかいい手つきですねパート2

火星人は見えたかな？ 大人っぽくなりました？ 

  

             　
　
「
通
学
合
宿
」
に
参
加
し
て
 

　
　
　
　
　
尾
野
本
小
学
校
　
渡
部
純
貴
 

　
　
通
学
合
宿
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
自
 

　
分
た
ち
で
ご
飯
を
作
っ
て
み
ん
な
で
一
緒
 

　
に
食
べ
た
こ
と
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
起
き
 

　
て
い
た
の
で
す
ご
く
眠
か
っ
た
で
す
。
 

　
　
家
の
人
は
、
僕
た
ち
が
知
ら
な
い
時
に
 

　
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
茶
わ
ん
を
洗
っ
て
く
 

　
れ
た
り
し
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
の
朝
は
早
く
、
六
時
起
床
で
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
も
、

お
母
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
苦
労
を
実
感
し
な
が
ら
、
 

朝
食
の
準
備
な
ど
の
慌
し
い
朝
の
時
間
を
過
ご

し
、
各
小
学
校
へ
登
校
し
ま
し
た
。
 

          　
午
後
四
時
過
ぎ
に
は
、
児
童
た
ち
全
員
が
、

公
民
館
に
　
帰
宅
　
。
そ
の
後
、
入
浴
を
済
ま

せ
、
前
日
に
決
め
た
夕
食
の
材
料
を
買
出
し
に

行
き
、
少
し
慣
れ
た
手
つ
き
で
調
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
夕
食
の
後
は
、
み
ん
な
が
楽

し
み
に
し
て
い
た
「
星
空
観
察
」
で
す
。
喜
多

方
星
月
会
の
方
を
講
師
に
火
星
や
月
の
観
察
、

星
に
関
す
る
お
話
を
楽
し
み
、
二
日
目
も
終
了

し
ま
し
た
。
一
日
目
と
は
違
い
、
児
童
た
ち
は

フ
ト
ン
に
入
る
と
、
あ
っ
と
言
う
間
に
寝
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
三
日
目
の
朝
も
六
時
起
床
で
す
。
前
日
早
く

寝
た
た
め
か
、
み
ん
な
元
気
よ
く
登
校
し
て
い

き
ま
し
た
。
最
終
日
の
夜
は
、
自
分
た
ち
で
作

っ
た
プ
リ
ン
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら

の
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
す
。
今
回
の

通
学
合
宿
の
感
想
発
表
で
は
、「
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
い
。」、「
家
の
人
の
大

変
さ
が
分
か
っ
た
。
家
が
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
。」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

   　
十
月
六
日
（
月
）
か
ら
八
日
（
水
）
ま
で
の

二
泊
三
日
で
、
公
民
館
を
宿
舎
と
し
て
「
通
学

合
宿
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
家
庭
か
ら
離
れ
て
の
自
立
し

た
生
活
、
他
校
児
童
と
の
交
流
、
自
然
体
験
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
と
と

も
に
、
家
族
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
野
沢
・
尾
野
本
 

・
群
岡
の
六
年
生
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
初
日
は
、
授
業
終
了
後
、
公
民
館
に
　帰
宅
 

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
通
学
合
宿
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
 

　
最
初
よ
そ
よ
そ
し
い
態
度
だ
っ
た
児
童
た
ち

も
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
の
入
浴
や
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
の
夕
食
作
り
な
ど
を
通
し
て
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
夕
食
後
、
町
の

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
教
室
が
開
か
れ
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
の
大
切
さ
を
学
び
、
翌
日
の
夕
食

の
メ
ニ
ュ
ー
を
班
ご
と
に
決
め
て
一
日
目
を
終

了
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
フ
ト

ン
に
入
り
ま
し
た
が
、
家
で
は
で
き
な
い
友
達

と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
夜
遅
く
ま
で
楽
し
ん
だ
よ

う
で
す
。
 

″
 ″

 

″
 ″
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後は、頼んだぞ。（第14中継所） 

  　
十
回
目
を
迎
え
た
「
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る
 

さ
と
駅
伝
」
が
、
九
月
二
十
八
日
（
日
）
に
さ

ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
か
ら
喜
多
方
市
押
切
川
 

体
育
館
前
ま
で
の
十
六
区
間
七
十
八
・
八
㎞
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
今
回
の
大
会
に
は
、
オ
ー
プ
ン
参
加
も
含
め
 

全
部
で
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
本
町
チ
ー
ム
は
 

十
区
の
嶋
田
慶
子
選
手
と
十
六
区
の
根
本
雅
彦
 

選
手
が
区
間
一
位
と
な
る
力
走
を
み
せ
、
昨
年
 

よ
り
も
総
合
タ
イ
ム
を
二
分
三
十
一
秒
短
縮（
四
 

時
間
五
十
一
分
五
十
三
秒
）
し
、
五
位
入
賞
と

健
闘
し
ま
し
た
。
 

                　
選
手
た
ち
は
、現
在
も
十
一
月
十
六
日（
日
）
 

に
行
わ
れ
る
「
第
十
五
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
 

縦
断
駅
伝
」
に
向
け
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
 

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

『
鬼
平
犯
科
帳
』
 

　
町
史
の
編
さ
ん
室
に
は
多
く
の
方
々
が
訪
れ
 

て
、
貴
重
な
資
史
料
や
話
題
を
提
供
し
て
頂
い
 

て
有
難
い
。
そ
う
し
た
中
、
去
る
五
月
二
三
日
 

に
訪
れ
た
会
津
若
松
市
の
石
田
秀
子
と
い
う
初
 

対
面
の
方
の
お
話
に
は
意
表
を
衝
か
れ
た
。
 

　
と
い
う
の
は
、
石
田
さ
ん
は
池
波
正
太
郎
の
 

有
名
な
『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
「
泥
亀
」
（
文
春
文
 

庫
・
9
）
に
出
て
く
る
盗
賊
の
頭
〈
牛
尾
の
太
兵
 

衛
〉
は
「
ご
当
地
の
牛
尾
の
出
身
だ
と
思
わ
れ
 

ま
す
」
と
語
っ
 

た
の
だ
か
ら
、
 

こ
れ
に
は
編
纂
 

子
も
び
っ
く
り
 

し
て
し
ま
っ
た
 

の
で
あ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
な
 

お
よ
く
お
話
を
 

聞
い
て
み
る
と
 

石
田
さ
ん
は
東
 

京
で
開
か
れ
て
 

い
る
多
摩
美
術
 

大
学
西
尾
忠
久
教
授
の
講
座
「
鬼
平
犯
科
帳
と
 

江
戸
名
所
図
会
」
の
会
員
で
、
「
先
生
が
私
に
 

『
ど
う
も
そ
う
ら
し
い
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
 

ら
れ
る
ん
で
す
」
と
語
る
の
で
あ
っ
た
。
 

　
「
へ
え
ー
講
師
先
生
が
で
す
か
？
」
 

　
「
は
い
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
私
は
宿
題
 

と
し
て
、
そ
の
〈
牛
尾
〉
と
い
う
村
を
見
学
し
 

た
り
、
ま
た
何
か
そ
れ
ら
し
い
資
料
で
も
ご
ざ
 

い
ま
し
た
ら
と
思
い
、
お
訪
ね
し
て
み
た
の
で
 

ご
ざ
い
ま
す
」
 

　
こ
の
思
い
掛
け
な
い
お
話
に
編
纂
子
は
、
た
 

だ
た
だ
目
を
丸
く
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
 

「
思
い
掛
け
な
い
」
と
い
え
ば
こ
れ
も
先
日
、
 

本
県
人
物
史
研
究
者
の
高
久
達
英
（
喜
多
方
市
 

出
身
）
と
い
う
方
が
来
室
し
て
、
「
野
口
英
世
 

は
渡
米
前
に
野
沢
・
小
島
忠
八
氏
を
訪
れ
、
金
 

を
借
り
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

　
野
口
英
世
に
つ
い
て
は
、
米
国
か
ら
一
時
帰
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
し
て
新
潟
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
の
途
中
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恩
師
渡
部
鼎
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
家
を
偲
び
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
駅
の
プ
ラ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
り
て
撮
っ
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
は
あ
る
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
米
前
に
「
野
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
に
来
た
」
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
話
は
初
耳
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
 

　
も
し
も
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
今
後
の
 

歴
史
ロ
マ
ン
町
お
こ
し
に
と
っ
て
も
究
明
は
欠
 

か
せ
な
い
が
、
そ
れ
は
次
回
に
譲
る
と
し
て
今
 

は
『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
〈
盗
賊
頭
・
牛
尾
の
太
 

兵
衛
〉
の
問
題
で
あ
る
。
 

　
こ
の
「
泥
亀
」
に
出
て
く
る
牛
尾
の
太
兵
衛
 

は
、
い
わ
ゆ
る
「
盗
み
は
す
れ
ど
も
非
道
は
せ
 

ず
」
と
い
う
真
っ
当
な
盗
賊
だ
が
、
出
身
地
に
 

つ
い
て
は
著
者
は
ど
こ
と
も
書
い
て
い
な
い
。
 

　
そ
れ
な
の
に
西
尾
教
授
は
、
ど
う
し
て
そ
れ
 

を
「
西
会
津
町
の
牛
尾
」
と
比
定
し
た
の
だ
ろ
 

う
か
？
　
そ
れ
に
は
何
か
資
料
が
あ
っ
た
の
だ
 

ろ
う
か
？
　
し
か
し
、
そ
う
で
も
な
け
れ
ば
わ
 

ざ
わ
ざ
石
田
さ
ん
に
「
宿
題
」
を
与
え
る
は
ず
 

が
な
い
と
思
い
、
こ
ち
ら
も
改
め
て
当
室
の
資
 

料
に
あ
れ
こ
れ
と
思
い
を
巡
ら
し
て
み
た
。
そ
 

う
し
た
ら
樋
ノ
口
・
渡
部
清
子
家
の
『
覚
書
筆
 

記
帳
』
の
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
上
野
尻
宿
に
お
 

け
る
「
沼
平
熊
の
捕
物
」
に
思
い
当
た
っ
た
。
 

　
も
っ
と
も
、
〈
鬼
平
〉
が
火
付
盗
賊
改
の
長
 

官
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
 

か
ら
な
の
で
享
保
で
は
七
〇
年
も
遠
い
が
、
小
 

説
と
な
れ
ば
そ
の
辺
の
所
は
自
由
の
は
ず
。
 

　
史
実
の
長
谷
川
平
蔵
宣
以
は
、
こ
の
長
官
に
 

就
任
す
る
と
と
も
に
石
川
島
に
人
足
寄
場
を
作
 

り
、
無
宿
者
に
職
業
訓
練
の
厚
生
事
業
を
施
し
 

た
事
で
も
有
名
で
あ
る
。
こ
の
施
設
造
成
に
関
 

し
て
次
の
よ
う
な
江
戸
小
咄
（
要
約
）
も
あ
る
。
 

　
長
谷
川
平
蔵
の
工
夫
に
て
江
戸
中
の
寺
か
ら
 

　
無
縁
の
墓
石
を
集
め
て
石
垣
を
築
い
た
と
こ
 

　
ろ
真
夜
の
九
ツ
頃
か
ら
、
そ
の
墓
石
た
ち
が
 

　
「
私
は
浅
草
か
ら
」
「
私
は
四
ツ
谷
か
ら
」
 

　
な
ど
と
咄
し
出
し
、
死
ん
だ
年
の
こ
と
な
ど
 

　
も
、
享
保
中
と
か
宝
暦
中
と
か
と
語
り
合
う
 

　
中
に
一
つ
だ
け
黙
っ
て
い
る
墓
石
が
あ
る
の
 

　
で
「
お
前
様
は
い
つ
」
と
聞
け
ば
、
「
ア
イ
 

　
私
は
平
親
王
将
門
の
天
慶
中
で
、
長
死
で
困
 

　
り
ま
す
」
（
岩
瀬
書
店
「
日
本
通
史
月
報
・
16
」
よ
り
）
 

　
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

　
閑
話
休
題
│
│
さ
て
、
『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
 

〈
牛
尾
の
太
兵
衛
〉
に
つ
い
て
、
渡
部
家
『
覚
 

書
筆
記
帳
』
の
〈
沼
平
熊
〉
と
は
ど
ん
な
関
連
 

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

つ
 

す
っ
ぽ
ん
 

し
の
 

ず
　
え
 

か
し
ら
 

か
な
え
 

ぬ
ま
の
た
い
ら
く
ま
 

の
ぶ
た
め
 

こ
ば
な
し
 

く
ふ
う
 

（
十
二
時
）
 

へ
い
（
新
皇
）
ま
さ
か
ど
 

（
九
三
九
年
）
 

よ
せ
ば
 

、
、
、
、
、
、
 

、
、
 

〈西尾忠久ホームページより〉 
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 こ
こ
ろ
の
疲
労
に
は
休
養
を
 

 
　
休
養
　に
は
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
 

休
 
む
 

 
横
に
な
っ
て
安
静
に
し
た
り
、
睡
眠
な
ど
で
 

心
身
の
靜
か
な
生
理
的
休
養
を
取
る
こ
と
で
す
。
 

養
 
う
 

 
翌
日
か
ら
の
活
動
に
備
え
、
自
ら
進
ん
で
身
 

体
と
精
神
の
機
能
を
高
め
る
休
養
の
こ
と
で
す
。
 

 上
手
な
休
養
で
 

 
 
 
 
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
 

 ①
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
 

 
 
入
浴
や
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
 

 
旅
行
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
し
ょ
 

 
う
。
ま
た
、
１
日
　
分
程
度
、
自
分
の
時
間
 

 
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
楽
し
 

 
く
社
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
睡
眠
の
質
を
高
め
る
 

 
 
毎
日
、
朝
日
を
浴
び
る
よ
う
に
起
床
時
間
 

 
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
日
中
眠
く
な
っ
た
ら
仮
 

 
眠
を
取
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

 自
殺
と
関
係
の
深
い「
う
つ
病
」
 

 
「
こ
こ
ろ
の
カ
ゼ
」
と
言
わ
れ
、
だ
れ
に
で
 

も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
「
う
つ
病
」
で
 

す
。
最
近
は
、
う
つ
病
に
な
る
人
が
増
え
て
お
 

り
、
中
高
年
の
う
つ
病
に
よ
る
自
殺
が
目
立
っ
 

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な
治
療
に
よ
 

り
、
確
実
に
改
善
す
る
の
で
、
早
め
の
対
処
が
 

何
よ
り
大
切
で
す
。
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、
気
 

軽
に
専
門
 

家
に
相
談
 

し
ま
し
ょ
 

う
！
 

   う
つ
病
の
症
状
は
 

理
由
の
な
い
不
安
・
集
中
力
や
気
力
の
低
下
・
 

疲
労
感
・
食
欲
低
下
・
動
悸
・
緊
張
感
・
頭
痛
・
 

腰
痛
・
中
途
覚
醒
・
早
朝
覚
醒
・
悪
夢
・
起
床
 

時
の
気
分
不
快
・
周
囲
の
人
が
自
分
の
噂
を
し
 

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
・
仕
事
が
合
わ
な
い
と
 

思
う
・
考
え
方
が
狭
く
な
る
…
な
ど
で
す
。
 

 急
増
す
る
自
殺
 

 
厚
生
労
働
省
発
表
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
 

と
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
年
間
１
万
５
 

千
人
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
数
 

で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
９
年
を
境
に
、
そ
の
 

数
は
急
増
し
、
平
成
　
年
に
は
倍
の
３
万
１
千
 

人
に
到
達
。
そ
れ
以
後
も
３
万
人
前
後
を
推
移
 

し
て
い
ま
す
。
自
殺
に
よ
る
死
亡
は
、
死
因
の
 

第
６
位
に
あ
た
り
、
　
〜
　
歳
の
男
性
で
は
、
 

第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 も
っ
と
も
多
い
自
殺
の
原
因
は
 

 
　
「
健
康
問
題
」…
相
談
者
が
必
要
 

  
自
殺
の
原
因
や
動
機
は
「
健
康
問
題
」
が
最
 

も
多
く
、「
経
済
」「
生
活
問
題
」「
家
庭
問
題
」
 

が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。
ま
た
、「
最
近
死
に
た
い
 

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
 

「
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
中
で
、
死
に
た
い
気
 

持
ち
を
克
服
で
き
た
理
由
と
し
て
「
相
談
者
や
 

支
援
者
が
い
た
」「
医
療
機
関
を
受
診
し
た
」
こ
 

と
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
 

●電話相談 
「いのちの電話」 
　　０２４－５３６－４３４３ 
・時間　午前10時～午後10時 
 
「こころの電話」 
　福島県精神保健福祉センター 
　　０２４－５３５－５５６０ 
・時間　午前９時～午後４時 
 
●面接相談 
「心の健康相談」 
・場所：会津保健福祉事務所 
・スタッフ：精神科医師・臨床心 
　　　理士・保健師 
・時間：午後１時30分～ 
　　　　　　　午後３時30分 
　　　　（月曜日～金曜日） 
・電話での予約が必要です。 
　　０２４２－２９－５２７５ 
 
「健康相談」 
・場所：町保健センター 
・スタッフ：保健師 
・電話や直接お出でいただいての 
　相談のほか、訪問を希望される 
　方の相談にも応じます。気軽に 
　連絡ください。 
・連絡先：町保健センター 
　　　　　　４７－２３０６ 
 
＊どの相談機関も秘密は守られま 
　す。匿名での相談にも応じます。 

～身近な相談機関～ 

1022

44

30

″
 ″
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みんなの広場 みんなの広場 
石
川
　
純
一
 

　
　
〔
2
町
内
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
八
重
窪
に
向
か
う
県
道
新
郷
・
荻
野
停
 

　
車
場
線
か
ら
尾
野
本
地
区
を
望
ん
だ
時
 

　
の
風
景
 

　
（
川
と
山
、
民
家
の
風
景
が
調
和
し
て
 

　
な
ん
と
な
く
落
ち
着
く
。
）
 

熱中していることは？ 

　女性の方にもっと好んで飲 

んでもらえる日本酒の開発。 

 

最近感動したことは？ 

　他国の方から話を聞き、全 

く異なった視点に立って自分 

自身を考えることができたこ 

と。 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　単刀直入型人間の代表的存 
在。 
 
あなたのモットーは？ 
　人に優しく、そして人生は 
楽しく。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｓ．Ｓさん（３町内） 

　
今
月
は
、
縄
沢
の
折
笠
斉
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
折
笠
さ
ん
は
、
昨
年
の
　
月
ま
で
の
５
年
間
半
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
 

カ
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
留
学
し
て
い
ま
し
 

た
。
 

　
「
日
本
の
大
学
で
英
語
を
専
攻
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
勉
強
し
て
い
 

く
う
ち
に
、
現
地
で
生
の
英
語
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
の
が
留
学
す
る
 

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
時
ま
だ
、
向
こ
う
へ
行
っ
て
何
を
専
攻
し
よ
 

う
か
と
い
う
こ
と
は
少
し
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
り
あ
え
ず
 

行
け
ば
何
と
か
な
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
 

　
今
で
は
、
慣
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
文
化
の
違
い
に
違
和
を
感
じ
な
 

く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
最
初
の
頃
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
特
に
、
電
 

話
を
引
い
た
時
、
一
日
待
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
一
日
待
 

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
次
の
日
に
な
っ
て
も
電
話
工
事
に
は
だ
れ
も
来
 

て
く
れ
な
い
ん
で
す
。
後
か
ら
知
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
 

で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
、
日
常
茶
飯
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
日
本
人
み
た
 

い
に
忙
し
く
し
て
い
な
い
と
言
う
か
…
…
。
」
 

　
そ
ん
な
折
笠
さ
ん
に
、
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
 

　
「
今
は
あ
ま
り
や
っ
て
は
い
な
い
ん
で
す
が
、
映
像
と
写
真
で
す
。
 

留
学
し
て
い
た
と
き
の
専
攻
が
こ
の
授
業
で
し
た
。
 

　
た
ま
た
ま
現
地
の
ビ
デ
オ
屋
さ
ん
に
寄
っ
た
と
き
、
ふ
と
日
本
の
映
 

画
が
目
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
当
時
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
 

が
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
黒
澤
明
監
督
や
小
津
安
二
郎
監
督
、
 

溝
口
健
二
監
督
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
巨
匠
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
作
品
 

で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
日
本
の
映
画
が
置
い
て
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
 

ち
、
そ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
を
借
り
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
映
像
の
 

美
し
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
に
も
近
い
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
映
 

像
は
も
ち
ろ
ん
、
写
真
も
始
め
 

る
よ
う
に
な
り
、
大
学
で
も
映
 

像
に
つ
い
て
勉
強
す
る
よ
う
に
 

な
っ
た
ん
で
す
。
」
 

　
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
折
笠
さ
 

ん
か
ら
は
、
映
像
に
対
す
る
情
 

熱
と
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

　渡辺昇二さん（10月号から） 
◆メッセージ◆ 
　機微談舎のリーダーとして楽し 
ませて下さい。 
Honesty  the  best  policy
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太
陽
の
光
や
熱
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
や
 

太
陽
熱
利
用
は
地
球
に
や
さ
し
い
無
限
で
ク
リ
 

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
 

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、
住
宅
用
の
太
陽
 

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
 

の
導
入
に
あ
た
っ
て
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
 

る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
導
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
応
募
 

く
だ
さ
い
。
 

■
募
集
期
間
 
２
月
　
日
 

■
応
募
資
格
 
 
 

　
〔
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
〕
 

　
　
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
 

　
　
す
る
方
で
、
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
 

　
　
結
す
る
方
。
 

　
〔
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
〕
 

　
　
住
宅
用
の
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
を
 

　
　
設
置
さ
れ
る
方
 

■
応
募
方
法
 

　
応
募
申
込
書
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に
郵
送
 

く
だ
さ
い
。
応
募
申
込
書
や
詳
し
い
資
料
は
、
 

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
切
手
　
円
分
を
同
封

の
う
え
、
財
団
に
請
求
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
制
度
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
 

次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
導
入
促
進
部
 

　
　
０
３
│
　
│
３
０
４
６
（
太
陽
光
発
電
）
 

　
　
０
３
│
　
│
９
５
６
６
（
太
陽
熱
利
用
）
 

あ
ら
か
じ
め
取
引
価
格
に
消
費
税
額
を
含
め
た
 

価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
 

　
　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
０
 

    　
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明
会
と
 

青
色
申
告
決
算
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
 

す
。
 

　
な
お
、
当
日
は
各
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
 

の
で
、
税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
ま
た
は
 

事
業
者
は
出
席
く
だ
さ
い
。
 

〔
年
末
調
整
説
明
会
〕
 

　
◆
日
時
 
　
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
◆
会
場
 
町
公
民
館
 

 〔
青
色
申
告
決
算
説
明
会
〕
 

　
◆
日
時
 
　
月
２
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
 

　
◆
会
場
 
町
公
民
館
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
 

　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
０
 

    　
農
業
後
継
者
が
農
地
の
生
前
一
括
贈
与
を
受
 

け
た
場
合
、
国
税
で
あ
る
贈
与
税
の
納
税
猶
予
 

制
度
と
同
様
、
不
動
産
取
得
税
の
徴
収
を
猶
予
 

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
贈
 

与
を
受
け
た
年
の
翌
年
３
月
　
日
ま
で
に
、
県

に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
す
で
に
徴
収
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
 

で
、
他
人
へ
の
譲
渡
等
に
よ
り
贈
与
を
受
け
た
 

農
地
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
徴
収
猶
予
を
 

受
け
て
い
る
税
の
一
部
又
は
全
部
の
猶
予
期
限
 

が
確
定
す
る
た
め
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
詳
細
は
次
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

 
　
　
　
　
　
 
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

 
　
　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

   　
個
人
事
業
者
は
平
成
　
年
分
か
ら
、
法
人
は
 

平
成
　
年
３
月
期
決
算
か
ら
消
費
税
の
課
税
制
 

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

　
①
事
業
者
免
税
点
が
３
千
万
円
か
ら
１
千
万
 

　
　
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
２
億
円
か
 

　
　
ら
５
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
、
商
品
等
の
 

販
売
や
役
務
の
提
供
等
の
取
引
を
行
う
場
合
、
 

29

17

17

16

15

24
24

11

19

30

（水） 

20

（金） 

12

10

（火） 

52755275

390
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Ｓ
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
 

　
　
　
　
　
　
　
　
働
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
お
店
で
す
。
 

　
こ
の
Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て
い
る
お
 

店
な
ら
安
全
、
衛
生
、
技
術
が
保
証
さ
れ
、
み
 

な
さ
ん
の
信
頼
で
き
る
お
店
選
び
の
大
き
な
目
 

安
と
な
り
ま
す
。
ま
た
万
一
の
場
合
、
事
故
賠
 

償
基
準
に
基
づ
い
た
補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 （
財
）福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
４
０
８
５
 

    　
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津
（
県
立
会
津
高
等
技
 

術
専
門
校
）
で
は
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車

実
務
科
、
環
境
シ
ス
テ
ム
科
、
観
光
サ
ー
ビ
ス

科
へ
の
入
学
生
を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
先
 

ま
で
。
 

◆
出
願
期
間
 
　
　
月
　
日
 

◆
試
験
日
 
 
　
月
１
日
 

◆
場
　
　
所
 
 
本
校
 

◆
試
験
方
法
 
 
学
科
お
よ
び
面
接
 

◆
応
募
資
格
 
 
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
 

　
　
　
　
　
　
　
込
み
者
含
む
）
お
よ
び
こ
れ
 

　
　
　
　
　
　
　
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
 

　
　
　
　
　
　
　
る
方
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校
 

　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
３
２
２
１
 

 
神
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
の
、
 

 
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
の
制
度
 

 
で
す
。
 

 
▼
支
給
対
象
者
 

 
 
 
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
も
し
く
は
重
 

 
 
度
の
障
害
の
あ
る
　
歳
未
満
の
子
ど
も
を
 

 
 
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 《
手
続
き
》
 

 
 
役
場
健
康
福
祉
課
で
認
定
の
手
続
き
を
行
 

　
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

《
現
況
届
等
》
 

 
 
毎
年
１
回
、
現
況
・
所
得
状
況
届
の
提
出
 

 
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 
な
お
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
　
　
│
２
２
１
４
 

  〔
児
童
扶
養
手
当
〕
 

 
　
児
童
扶
養
手
当
は
、母
子
家
庭
の
、生
活
の
 

　
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

　
▼
支
給
対
象
者
 

 
 
　
子
ど
も
が
　
歳
未
満
で
、
父
母
の
離
婚
 

　
　
な
ど
で
父
親
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
場
 

　
　
合
、
父
親
が
死
亡
し
た
場
合
、
父
親
と
生
 

　
　
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
も
父
親
が
心
身
に
 

　
　
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
な
ど
の
と
き
、
 

　
　
子
ど
も
の
母
親
、
も
し
く
は
母
親
に
代
わ
 

　
　
っ
て
そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
 

　
　
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 
 
 

〔
特
別
児
童
扶
養
手
当
〕
 

 
 
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
 

18

20

45

27

12

（月） 

11

19

（水） 
525

　現在、町では平成16年４月からの保育所への入所 
の申し込みを受け付けています。申し込みに必要な 
書類は、健康福祉課、各保育所に備えてあります。 
　なお、今年度に引き続き同じ保育所に入所を希望 
する場合は、保育所で配布された用紙で申し込みく 
ださい。 
 
　○受付期間　１１月１７日（月）まで 
 
　○申 込 先　健康福祉課または各保育所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問い合わせ先】 
　　　　健康福祉課　　４５－２２１４ 
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井　上　咲　次（91）三　夫　　父　　８町内 

清　水　ミサ子（62）典　威　　妻　　9町内1 

相　原　千代喜（77）孝　喜　　父　　芝　草 

高　橋　ト　ミ（93）幸　作　　母　　堀　越 

佐　藤　キミヨ（88）康　治　　母　　上小島 

安　部　金　蔵（88）國　夫　　父　　山　口 

岩　倉　祐　弘（62）洋　子　　夫　　上野尻 

雅樂川　ミツイ（86）　守　　　母　　宝　川 

熊　谷　ケイ子（66）高橋敏夫　　叔母　　樟　山 

武　藤　チャウ（84）忠　吉　　母　　新　町 

荒　海　テ　ツ（93）正　義　　祖母　　小綱木 

笠　間　　　萌　　邦浩・美保　　１町内 

伊　藤　那　恋　　日出男・美由紀　牧 

◆日時　11月 7日（金） 
　　　　　　27日（木） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

11月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

11月10日（月） 納期限 

12月 1日（月） 納期限 

○町 県 民税第 3 期 
○国民健康保険税第4期 
○介護保険料第6期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，１０４人　　　－１２人 
　男　　　４，４２８人　　　－ ４人 
　女　　　４，６７６人　　　－ ８人 
世　帯　　２，９８９世帯　　－　９世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

西 会 津 町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
西 会 津 町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 

渡　部　歯　科 
佐　野　歯　科 
 
中　島　歯　科 
け い こ 歯 科 
 
宮　城　歯　科 
シンドウ歯科 
 
補 生 堂 歯 科 
宮　澤　歯　科 
 
渡　部　歯　科 
高　島　歯　科 

（０２４１）４５－３０１１ 
（０２４２）２２－１７２６ 
 
（０２４２）８３－９２９２ 
（０２４２）２９－０５５０ 
 
（０２４１）２２－７４５４ 
（０２４２）２２－１３６３ 
 
（０２４１）４５－４１８８ 
（０２４２）２７－６４８０ 
 
（０２４２）８３－２１３２ 
（０２４２）２２－２５３９ 

２２－２１８１ 
２１－１５１５ 
３８－３６７６ 
２４－０５０６ 
２８－３３１９ 
 
２２－０４１４ 
２２－５９００ 
３８－２６６１ 
２７－４６０１ 
２２－１９３２ 
 
２４－３３３３ 
２２－０２６４ 
２９－２１１２ 
２７－７６８６ 
３２－９２２９ 
 
２４－５０２１ 
２３－３６１１ 
２８－８８６８ 
２４－０８３０ 
３３－１１２２ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２４－５８００ 
２７－２２６６ 
２７－０９５１ 
２２－０２８９ 

11月9日 

16日 

23日 

24日 

30日 

11月9日 

16日 

23日 

24日 

30日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

県 立 喜 多 方 病 院 
あきもと整形外科クリニック 
に い で ら 診 療 所 
わたなべクリニック 
高 村 整 形 外 科 
 
小　　野　　病　　院 
い　と　う　眼　科 
北 田 内 科 医 院 
いとう子どもクリニック 
二 瓶 眼 科 医 院 
 
鳴　　瀬　　病　　院 
猪　　俣　　医　　院 
たてうまクリニック 
森 田 小 児 科 医 院 
ク リ ニ ッ ク 荒 木 
 
有　　隣　　病　　院 
き た か た 診 療 所 
蛯 谷 ク リ ニ ッ ク 
さ と う小児科医院 
佐 瀬 皮 膚 科 医 院 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
君 島 ク リ ニ ッ ク 
長峯内科小児科医院 
浜 崎 小 児 科 医 院 
志　　波　　医　　院 

もえ 

な れん 

 
 
 
 
 
　
今
月
号
も
何
と
か
無
 

 
 
 
 
 
事
（
？
）
に
発
行
す
る
 

 
 
 
 
 
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
 

ひ
と
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

▼
尾
野
本
保
育
所
や
群
岡
小
学
校
を
 

取
材
し
な
が
ら
感
じ
て
は
い
た
の
で
 

す
が
、
改
め
て
周
り
を
見
渡
す
と
、
 

ま
す
ま
す
秋
が
深
ま
る
の
を
感
じ
ず
 

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。▼
そ
ん
な
時
、
 

ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
の
が
「
そ
う
だ
、
 

京
都
へ
行
こ
う
」
と
い
う
鉄
道
会
社
 

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
。
▼
特
別
拝
観
に
 

併
せ
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
秋
 

の
京
都
を
散
策
し
て
み
る
の
も
趣
が
 

あ
っ
て
良
い
な
ぁ
と
思
う
今
日
こ
の
 

頃
で
す
。
 

 


